
中点連結定理
2辺の中点同士を結ぶ線分
中点連結定理

-三角形の2辺の中点を結ぶ線分は、
 残りの辺に平行で、長さはその半分である

<導出>

三角形と線分の比(2)の
具体的なケースが中点連結定理

相似な図形 [中点連結定理]

＜確認問題＞
(1)
図はAD//BCの台形ABCDである。
辺ABの中点を Eとし、
Eを通る辺BCと平行な直線をひき、
CDとの交点を点 Fとする。
EFの長さを求めよ。
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BDとEFとの交点をPとする。
△BDAについて、
AD//EFと線分比BE:EA= 1 : 1から
BP=PD, BE=EA より、
中点連結定理から EP= 1

2AD= 2

△DBCについも同様に、
中点連結定理から PF= 1

2BC= 4

したがって EF=EP+PF= 2 + 4 = 6
EF= 6 cm

(2)
図のような△ABCがあり、
点Dは辺ABの中点、
点 Eと点 Fは辺ACを 3等分する点である。
DCとBFの交点を Pとするとき、
BPの長さを求めよ。
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△ABFについて、
仮定より AD=DB, AE=EF より、
中点連結定理から BF= 2DE= 8
また、BF//DE となることから
△CEDについも同様に、
BF//DE と線分比CF:FE= 1 : 1から
CP=PD, CF=FE より、
中点連結定理から PF= 1

2DE= 2

したがって BP=BF−PF= 8− 2 = 6
BF= 6 cm
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